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　クロゴキブリやチャバネゴキブリを代表に、家屋害虫
として馴染み深いゴキブリ類は、昆虫類の98％を占める
新翅類の初期分岐に直接由来する多新翅類の一群であ
る。この多新翅類の中で、ゴキブリ目（狭義）Blattariaは、
シロアリ目とカマキリ目とともに網翅類という単系統グ
ループを構成し、近年ではゴキブリ目内のキゴキブリ科
とシロアリ目との姉妹群関係性が強く支持されたことに
より、シロアリ目をゴキブリ目の内群として、広義のゴ
キブリ目 Blattodeaとする見方が主流となっている。広
義のゴキブリ目 Blattodeaは、世界でおよそ7,600種が記
載され、ムカシゴキブリ上科、オオゴキブリ上科、ゴキブ
リ上科（本上科はシロアリ類を含む）の 3つのグループに
大別されている（e.g., Djernæs et al. 2015; Evangelista et 
al. 2019）。一方、このゴキブリ目内で系統学的位置付け
がしばしば議論されてきたのがチビゴキブリ科である。
従来の生殖器構造による比較形態学的研究から、本グ
ループは、オオゴキブリ上科に分類されていたが、最近
の分子系統学的研究によって、ゴキブリ上科に属すると
いう見解が得られている。さらに、ゴキブリ上科内でも、
チビゴキブリ科は、上述の亜社会性のキゴキブリ科＋真
社会性のシロアリ類のクレードとの類縁が示唆されるこ
とから（Djernæs et al. 2015; Wang et al. 2017）、社会性
の起源と進化を考察する上でも重要な鍵を握るグループ
である。しかしながら、グループ自体の希少性と採集の
困難さから、議論に必要な生物学的知見は十分に蓄積さ
れていない状況にある。
　以上の背景から、チビゴキブリ科のゴキブリ目内での
系統学的位置の検討を目的に、愛媛県で採集したチビゴ
キブリ科のクロモンチビゴキブリ Anaplecta japonica 
Asahina, 1977を材料に、生殖学的、発生学的研究を開始

した。今回、本種の配偶行動のタイプ、繁殖・卵鞘産下
の様式、卵鞘構造、後胚発生に関して知見が新たに得ら
れたので報告する。
　クロモンチビゴキブリの配偶行動は、1）雄の翅上げ
行動の後、2）雌が雄の背に乗り、3）雄は後退りの後、
雌の生殖器を掴み、4）tail-to-tailの姿勢で交尾が行わ
れる。この一連の行動は、Sreng（1993）により整理さ
れたゴキブリ類の配偶行動 A～Cの 3タイプのうち、
「Type A」に該当するものである。
　交尾後、雌は産み出した卵鞘を半日から 1日ほど尾端
で保持した後、産み落とす。卵生 A、卵生 B、卵胎生 A、
卵胎生 B、胎生と 5タイプあるゴキブリ類の繁殖様式（cf. 
Bell et al. 2007）のうち、本種で確認された様式は「卵
生 A」に分類される。さらに卵鞘産下後の特筆すべき特
徴として、雌が卵鞘を口器でくわえてしばらく持ち運ん
だ後、土を卵鞘表面に舐めつけて土中に埋めるといった
卵鞘の隠蔽行動が確認された。同様の卵鞘の隠蔽行動は
ゴキブリ上科のランプロブラッタ科でも報告されてお
り、この行動の類似はチビゴキブリ科とランプロブラッ
タ科の近縁性を示唆するものかもしれない。
　 1卵鞘あたりには 5、6卵が含まれ、産卵直後の卵鞘
は側方に扁平であるが、発育とともに膨大する様子が確
認された。卵鞘の背側には特徴的に発達した隆起縁が連
続して並び、各隆起縁内部から卵鞘内壁、そして卵に向
かって呼吸溝が通じている。
　卵期は平均148日（n＝12）であり、1卵鞘中からの幼
虫の孵化は斉時的ではなくバラバラである。孵化幼虫を
飼育して 5齢まで確認することができたが、幼虫と成虫
の頭幅、前胸背板のサイズデータの比較から、幼虫期が
6齢まである可能性が示唆された。
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